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2017 ジャパンカップ・カデ・国際大会 

アジア カデ サーキット サーブル 和歌山大会 

＜開催要項＞ 

 

アジア地区におけるカデ・国際大会が、アジアフェンシング連合（Fencing Confederation of 

Asia = FCA）の呼びかけにより Asian Cadet Circuit の形で、2017 年シーズンより開始さ

れることになりました。 

日本フェンシング協会では和歌山県フェンシング協会のご協力を得てカデ･男女サーブル大

会を本年 8 月 19 日、20 日に和歌山市で開催することとなりました。 

夏季休暇期間中であり、アジア・オセアニア各国から多数の選手の参加が期待されています。

以下の通りの要項となりますので奮ってご参加頂きますようご案内いたします。 

 

１． 大 会 名 ： 2017 Japan Cup, Cadet Sabre International Tournament 

                アジアフェンシング連合公認・アジア･カデ･サーキット大会 

２． 大 会 会 場 ： 和歌山ビッグウェーブ体育館アリーナ 

        和歌山県和歌山市手平 2-1-1  

３． 主   催 ： 公益社団法人 日本フェンシング協会 

４． 主   管 ： 和歌山県フェンシング協会 

５． 後   援 ： 和歌山市 

６． 実 施 種 目 ： 男子サーブル・女子サーブル 個人戦 

        ※チーム戦については、希望チーム数が 5 チーム以上ある場合に設定する。

登録締切り後に確認すること。 

７．日   程 ： 参加登録人（国）数により指定時刻が変わる場合がある。 

      8 月 18 日(金) 出場登録 13：00～18：00 

練習場使用可 13：00～18：00 

DT 委員会議  16：00～17：00 

      8 月 19 日(土) 出場登録 09：00～15：00 

              試合開始 10：00 男女個人戦･予選 1 回戦 

            準決勝・決勝 17：00 男女 T4~T2 

                            表彰式 17：50  
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8 月 20 日(日) 試合開始 10：00 男子団体戦･予選 

10：30 女子団体戦･予選 

                                              引続き決勝トーナメント 

                決勝 15：00 男女 T2 

                      表彰式･閉会式 16：00 表彰式・閉会 

           

８． 参加者資格・申込み ：  

(1) 2017 年 12 月 31 日現在で 12 歳以上、17 歳未満であること。 

       但し、競技の日に満 10 歳に達している選手は、申込時に技術委員会に両親の 

承諾書を文書で提出する場合には出場を認めることがある。 

(2) 出場登録者は大会 1 週間前までに当該シーズンに有効な Asian License を

FCA より取得する必要がある。取得についての手順について FCA に問合せ中

のため、確認次第、協会の HP に掲載して通知する。 

(3) 開催国は最大 64 名まで登録することが出来る。その他の国は最大 20 名まで

登録することが出来る。 

国内申込人数が 64 名を越える場合は、先着順を優先し登録を受付ける。 

(4) 出場登録については、日本フェンシング協会強化本部にて取り纏める。出場希

望者は、添付の出場申込書➀（人数登録）を 7 月 10 日 17：00 までに、出場

申込書➁（出場者氏名登録）を 8 月 10 日 17：00 までに、メール添付にて日

本フェンシング協会強化本部まで提出すること。 

送付先 : cadetcircuit-jp@fencing-jpn.jp カデジャパンカップ実行委員会

あて。 

 

９． 各 種 費 用 ： 

(1)  Asian License 取得料は US$15.00。申込は別途通知する所定の様式で日本フ

ェンシング協会宛に申し込むこと。料金は取得料、海外送金手数料を含めて 1

名につき 2,000 円とする。手続きは 8 月 4 日までに行う事。 

(2) カデ国際大会出場費（※日本居住者の支払い通貨は日本円のみ受領する。） 

➀ 個人戦１名の出場登録費用は日本円で 4,600 円（US$40 相当）とする。 

個人戦登録費は、8 月 10 日までに日本フェンシング協会の次の口座へ振り込む

こと。 

みずほ銀行 渋谷支店 普通口座 9101431  

口座名義「公社）日本フェンシング協会 強化本部会」あて。 

mailto:cadetcircuit-jp@fencing-jpn.jp
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振込控え伝票（コピー可）を、出場申込書➁に添付して日本フェンシ 

ング協会強化本部あてに送付のこと。ファクス：03-3481-2379 または、 

e-mail: cadetcircuit-jp@fencing-jpn.jp に送付する。 

 

      ➁ 団体戦１チームの登録につき日本円で 6,900 円（US$60 相当）とする。 

      団体戦出場費については、8 月 19 日中に、当日会場にて登録デスクに支払う事。 

         

１０． ポイントとランキング 

    原則として FCA のポイント制度が適用される。 

アジアジュニア･カデ（AJC）選手権および上位 3 回のサーキット大会で獲得したポイント

が総合ランキングに反映される。次年度 AJC 選手権のシード順位付けは、前年の世界ジュ

ニア･カデ（WJC）選手権の結果と現行シーズンのアジア･カデ･ランキングが考慮される。 

各大会の参加人数によって以下の換算表の通りのポイントが付与される。 

 

  参加選手数      5-7 カ国    8-12 カ国      13 カ国以上 

  30 to 50  1  1.5    2 

  51 to 100  1.5  2    2.5 

 101 and over  2  2.5    3 

   アジアの参加国数が 5 カ国より少なくかつ参加選手数が 30 名より少ない場合（その内少

なくとも 30%は域外の選手）の場合は、ポイントは付加されない。 

 

１１． 表 彰 ： 参加者には参加証が付与される。 

  優勝者男女各 1 名には優勝トロフィーが授与される。 

上位 4 名には種目別に FCA の提供するメダルが授与される。 

  上位 8 名には種目別に賞状が授与される。 

 

１２． 審 判 員 ： FCA の基準により FIE 資格もしくは各国の国際レベルの審判員が担

当する。各国は参加選手数により人数割当の審判員を帯同しなければならない。 

参加審判の中から FCA は公式審判委員長（Referee Delegate）を 1 名指名する。 

 

１３．試 合 方 式 ：  

＜個人戦＞以下の通りとする。詳細は 8 月 18 日(金)に開催する技術委員会において確 
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認し公示する。個人戦競技会において； 

    ➀ 30 から 50 名が出場の場合：予選は 2 回戦までﾌﾟｰﾙで行い、その後ﾀﾞｲﾚｸﾄ･ｴﾘﾐﾈｰｼｮ

ﾝ･ﾄｰﾅﾒﾝﾄ(ED)を行う。T32 以上については敗者復活ﾄｰﾅﾒﾝﾄを行う。 

➁ 51 から 100 名が出場の場合：予選は 1 回戦のﾌﾟｰﾙとして、その後 ED となり、T32

以上については敗者復活ﾄｰﾅﾒﾝﾄを行う。 

➂ 101 名以上が出場の場合：予選は 1 回戦のﾌﾟｰﾙとして、その後 ED を行う。敗者復

活ﾄｰﾅﾒﾝﾄは行わない。 

➃ ED より前に行われる予選ﾗｳﾝﾄﾞにおいては、最少 20%最大 25%の出場者が失格す

ることとする。 

   ＜チーム戦＞チーム戦については申込みチーム数の集計後に試合方式を決定し、出場予定

国に通知する。最大受付チーム数は 16 とする。 

➀基本方式として、1 回戦は 3~4 チームによるプール戦、2 回戦以降はﾄｰﾅﾒﾝﾄとし、参加

国数により敗者復活戦を行う。 

➁チームは 3 名で構成し、他に R（交替=リザーブ）要員 1 名の登録を認める。 

    ➂競技は 3 名×3 名のリレー方式で 45 点先取とする。 

➃その他の詳細は、DT 委員会にて決定し公示する。 

 

１４．競技規則について： 

   2016 年に改訂された FIE 競技規則の適用を原則とする。但し、武器検査は個別には

行わず、審判員がピスト上にて行う。不具合がある場合は競技規則による罰則が与え

られる。 

   選手は次の事に留意すること。 

   ➀ ジャケット・パンツ、プロテクターは 800N、マスクは 1600N の耐性のあるもの

を使用すること。なお、ユニフォームに選手名、国名の記載はなくとも良い。 

   ➁ 剣は FIE 認証付ブレードを使用すること。 

   ➂ 審判はグラブについては構造と瑕疵の有無を確認する。 

 

１５． 使用言語： 

使用言語は英語とし、掲示は英語で行う。但しアナウンスは英語・日本語で行う。 
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１６．宿泊手配等 ： 

   日本国内在住者については、宿泊手配は各人で行うこと。なお、次のホテルについて

は当協会指定する旅行社が指定期間まで窓口を設け申込を受付ける。 

 

   ➀ダイワロイネットホテル和歌山：ｼﾝｸﾞﾙ 11,000 円､ﾂｲﾝ 10,500 円､ﾄﾘﾌﾟﾙ 10,000 円 

   ➁和歌山アーバンホテル：ｼﾝｸﾞﾙ 9,500 円、ﾂｲﾝ 9,000 円 

   ➂スマイルホテル和歌山：ｼﾝｸﾞﾙ 9,000 円、ﾂｲﾝ 9,000 円 

   ➃ランドマーク和歌山： ｼﾝｸﾞﾙ 9,500 円、ﾂｲﾝ 9,000 円 

    ※表記価格は朝食込、サービス料・税金込 1 名分 1 泊料金。 

    

※表記➀～➃のホテル申込については添付のホテル申込様式に記入の上、京王観光（株）

まで 7 月 10 日までに申し込むこと。申込様式は hideki.ishii@keio-kanko.co.jp 宛

てにメール添付で送ること。  

   以上 
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